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代ゼミの北大入試研究会、ラストは生物の渡邊先生です。これまでに国・数・英・日本史・生

物と幅広くまとめていただきました。特に３年生の皆さんはまとめていただいた先生方の思いを

受け取って北大に挑んでください。１・２年生の皆さん、進路通信をファイルしていますか？貴

重な先生方の分析を来年、再来年に生かせるようにしておくことが必要です。

【構成：大問４問】

１ 骨格筋の収縮（単収縮、不完全強縮、強縮）を中心に、体内環境の維持（生物基礎）も出題。
問１、問２、問３は基本問題。
問４～問７は、筋収縮に関する応用問題。

２ 遺伝子分野 遺伝子の発現(転写と翻訳)、遺伝子の発現調節、変異、遺伝の法則、電気泳動
遺伝の法則から生化学分野までの包括する出題。

問１、問２は基本問題。
問３ 実験結果から、「遺伝の法則性（メンデル遺伝）」に基づいて考察する問題。
問４、５ 変異の結果、どのようなタンパク質が生じるのかを電気泳動の実験結果から考察

する問題。
３ 窒素固定を中心に、細胞構造から植物ホルモンのはたらきまで、幅広く出題。

問１、問２、問３は基本問題。
問４～問６ 植物ホルモン（ジベレリン）とその受容体に関する応用問題。

４ 「なわばり」を中心とした動物の行動と、カラフトマスを題材とした進化のしくみに関する
出題。
問１～問４ 「なわばり」に関する問題。
問５ 「群れ」の大きさの決定要因に関する出題。
問６～問９ 進化のしくみ「性選択」と「自然選択」に関する出題。
※生物基礎の内容も含め、基本的な内容が必ず問われる。
※記述問題は、各大問につき、1～ 2問出題。文字数は、40～ 60字と少なめ。
文字数が指定されないものも 2題あり。端的に一番大切なことを記述することが大切。
文字数の充足率はあまり重視されていない可能性が高い。
※作図：４で 1問出題。

【ポイント：３つ】
① 基本的な生物用語の習得
② 問題文をよく読む…北大の問題は、問題文に解答のヒントが書かれている
③ 作図：現象の可視化

①基本的な生物用語の習得
以下、今年、出題された「生物用語」等の基本問題とその関連事項をまとめました。

１ 問１ 文中の空欄を埋める問題
問われた用語 ・視床下部 ・運動野 ・しつがい（膝蓋）腱
（関連事項） 脳の各部の名称とはたらき しつがい腱反射、屈筋反射

興奮の伝導と伝達 筋収縮のしくみ（サルコメアの図示）
問２ 中胚葉から分化する器官
（関連事項） 教科書 p173（PLUS）の内容は、確認しておきましょう。
問３ 交感神経と副交感神経のはたらき（生物基礎の基本事項）

「気管支の収縮」「瞳孔の拡大」「胃のぜん動運動の抑制」など
（関連事項） 図説 p143 自律神経系の分布と拮抗作用

２ 問１ 文中の空欄を埋める問題
問われた用語 ・プロモーター ・ＲＮＡポリメラーゼ ・基本転写因子 ・コドン
（関連事項）遺伝子発現の調節（オペレーター、調節タンパク質など）

原核生物と真核生物の違い
遺伝子発現の流れ（転写→スプライシング→mRNA→翻訳）

問２ アミノ酸を指定する以外のコドンの特別な機能が問われた
・終始コドン ・開始コドン

３ 問１ 文中の空欄を埋める問題
問われた用語 ・窒素固定 ・相利共生
（関連事項） 窒素同化、窒素固定、硝化、脱窒の区別とそれぞれを行う生物名
※代謝の種類と、それぞれを行う生物（微生物）名を合わせて整理する必要があります。

・窒素同化･･･緑色植物 ・硝化･･･亜硝酸菌、硝酸菌
・窒素固定･･･根粒菌、アゾトバクター、シアノバクテリア等
・脱窒･･･脱窒素細菌
さらに、炭酸同化と窒素同化も区別しましょう。炭酸同化は、光合成と化学合成に分けられま

す。光合成のうち、光合成細菌による炭酸同化は、水のかわりに硫化水素を分解するので、酸素
が発生しません。
・光合成細菌･･･紅色硫黄細菌、緑色硫黄細菌など
・化学合成･･･亜硝酸菌、硝酸菌、鉄細菌など

（無機物を酸化するときに生じるエネルギーを用いて有機物を合成する）
問２ 真核細胞と原核細胞の相違点を問う問題。（基本問題の中で、正答率が低い問題）

馬鹿苗病菌（子のう菌類）と根粒菌（細菌類）の各細胞に存在するものをそれぞれ(A)～(E)から
すべて選び、記号で答えよ。該当するものがない場合は、「なし」と記せ。
(A)核 (B)葉緑体 (C)ミトコンドリア (D)リボソーム (E)ゴルジ体

（正解 馬鹿苗病菌：(A)(C)(D)(E) 根粒菌：(D)）

この問題を完答できた受験生は少なかったこの問題を完答できた受験生は少なかったこの問題を完答できた受験生は少なかったこの問題を完答できた受験生は少なかったようです（2 割強）。それは、原核生物の細胞構造につ
いての整理ができていないからだと思います。根粒菌（原核細胞）は、「リボソーム」をもつこと
を、確信をもって答えられますか？
遺伝情報の発現（転写と翻訳）の仕方は、原核生物と真核生物で違いが見られます（図説 p86、87）。
このことは、重要事項の一つで多くの受験生が確認していることです。一方で、翻訳がリボソー
ムで行われるということは、両者で共通しています。
※原核生物がもつ構造：「細胞膜」「細胞壁」「DNA」「リボソーム」「細胞質基質」

問３ 植物ホルモンのはたらき
オーキシンの光屈性、アブシシン酸による種子の休眠の促進など

（関連事項）図説 p227に、植物ホルモンがまとめられています。



最近は、光受容体に関する問いが多くみられます。植物ホルモンと混同しないように整理して
おきましょう。

・光受容体 フィトクロム（Pr型：赤色光、Pfr型：遠赤色光）
フォトトロピン（青色光） クリプトクロム（青色光）

４ 問１ 「なわばり」の大きさの決定要因に関する出題
利益・損失（ベネフィット・コスト）で決まるなわばりの大きさについて。

問５ 文中の空欄を埋める問題
問われた用語 ・性選択 ・自然選択
（関連事項）今回問われているのは、生存や繁殖に影響する進化についてである。

進化は、生存や繁殖に直接表れない、目立たないものもある。
「中立な変異」→「遺伝的浮動」→「自然選択」 こちらも確認。

② 問題文をよく読む…北大の問題は、問題文に解答のヒントが書かれている
１ 問４ 筋収縮の実験法を問う問題
坐骨神経繊維の興奮の伝導速度を測定する実験を行いたい。そのためには、電気刺激のどのよう
な条件を変えればよいか、述べよ。
「坐骨神経繊維の 2か所で電気刺激を与え、潜伏期の時間差から伝導速度を求める。」このことが
わかれば、正解は正解は正解は正解は、、、、「電気刺激の刺激箇所を変える」「電気刺激の刺激箇所を変える」「電気刺激の刺激箇所を変える」「電気刺激の刺激箇所を変える」です。
この問題のリード文には、以下のことが書かれています。
「坐骨神経をさまざまな①刺激の強さ、②時間間隔、そして③刺激箇所（刺激点）で刺激できる
ようにした。」、その後に示されている実験１では、刺激の強さを変える実験と刺激を与える時間
間隔を変える実験を行っています。
リード文に実験が示されていないのは、刺激箇所を変える実験だけです。
３ 問２
馬鹿苗病菌と根粒菌の各細胞に存在するものをそれぞれ(A)～(E)からすべて選び、記号で答えよ。
該当するものがない場合は、「なし」と記せ。
「馬鹿苗病菌」と「根粒菌」は、どちらも原核生物だろうか？この疑問については、リード文中
に次のような記述があります。
「この病気は、子のう菌類に分類される馬鹿苗病菌の感染が原因である。」
「マメ科植物は、細菌（バクテリア）である根粒菌によって・・・（省略）・・・」
子のう菌類が真核生物であることを知らなければヒントになりませんが、馬鹿苗病菌に関する知
識が問われていないことは明らかです。真核細胞と原核細胞の相違点が問われています。
４ 「なわばり」「群れの大きさ」「性選択、自然選択による進化」については、それぞれのリー
ド文の中に、基本的な事柄は説明されています。

※リード文をよく読み、落ち着いて解答しましょう。
※基本的な生物用語を覚えるだけではなく、その現象の特徴について考える習慣をつけましょ
う。「分子生物学と実際の生物の生き様をつなげる力「分子生物学と実際の生物の生き様をつなげる力「分子生物学と実際の生物の生き様をつなげる力「分子生物学と実際の生物の生き様をつなげる力」」」」、「基本的な生命現象への深い理解」「基本的な生命現象への深い理解」「基本的な生命現象への深い理解」「基本的な生命現象への深い理解」が求
められています。

③ 作図：現象の可視化
４ 問５ 「群れ」の大きさと「採餌活動」について作図する問題。

教科書 p320図 19を基本とする問題。
教科書等は、「採餌活動以外に費やす時間」が示されているが、「採餌活動に費やすことがで

きる時間」の作図が求められた。

【2次試験に向けて】
基本事項からの出題が多いとはいえ、生物用語を覚えるだけでは、得点は伸びないと思います。
次のことを意識して対策すると良いと思います。
（１）複数の単元の生物用語を結びつける力をつける。
まずは、ニューグローバルの「基礎チェック」を完璧に。
そして、その単元で扱われている生命現象について、「何が大事か」「なぜ大事か」「どのようにし
てそのことが解明されたか」等について考えてみましょう。深く考えると、知識と知識がつなが
る瞬間があります。その時が「わかった！」瞬間です。
「わかった！」を積み重ねましょう。
２）用語を正しく用いて、生命現象を説明する力･･･「わかった！」を表現する。
キーワードとなる生物用語を正しく用いて現象を説明する。

例）ホルモンとは何か。
【キーワード】 内分泌腺 血液中 受容体 標的細胞
ホルモンとは、内分泌腺内分泌腺内分泌腺内分泌腺で合成されて血液中血液中血液中血液中に放出される化学物質で、血流によって全身に運
ばれるが、受容体受容体受容体受容体をもつ標的細胞標的細胞標的細胞標的細胞にのみ特定の作用を引き起こし、体内環境を調節している。

・ホルモンはどのように作用するのか→「受容体」に関する出題は多い。
・ホルモン分泌はどのように調節されるか→フィードバック調節

アロステリック酵素もフィードバック調節。
・体内で重要なはたらきを担う酵素とホルモンは、何が違うのだろうか。 等々・・・

このような思考で勉強してみましょう。また、この視点で実際の入試問題を解いてみると、多
くの「大事なこと」に気付くことができます。

（３）生化学実験の手法の確認
・遺伝子分野 DNA の抽出、PCR 法、電気泳動、遺伝子組換えの手法、逆転写等の原理は理解
しておきましょう。これらの実験結果から考察する問題が出題された場合、実験操作でつまずく
と、結果の考察が不安定なものになります。
（４）教科書に掲載されている主なグラフは、自分で描いて説明できるようにしておくこと
現象の理解がなければ、作図はできません。
【主なグラフ】

①酵素反応 ・温度（横軸）と反応速度（縦軸） ・pH（横軸）と反応速度（縦軸）
・時間（横軸）と反応生成物の量（縦軸）

・基質濃度（横軸）と反応速度（縦軸）（阻害物質の有無） など
②酸素解離曲線 ③免疫 体液性免疫の一次応答と二次応答 ④光－光合成曲線
⑤植物細胞の浸透現象（浸透圧・膨圧・吸水力） ⑥体細胞分裂と DNA量の変化
⑦減数分裂と DNA量の変化 ⑧ショウジョウバエの前後軸を形成する母性因子
⑨静止電位と活動電位 ⑩全か無かの法則 ⑪錐体細胞の光吸収率
⑫網膜上の錐体細胞と桿体細胞の分布 ⑬筋収縮 ⑭バイオームの分類
⑮個体群の成長曲線 ⑯生存曲線 ⑰群れの大きさの決定 等

（５）遺伝の法則性（メンデル遺伝）の復習とその関連分野の確認
北大は、伝統的に遺伝がよく出題される傾向にあります。
一昨年は、「血縁度」が出題されました。ハーディー・ワインベルグの法則なども遺伝との関

連分野です。

高校の科目名は「生物」ですが、大学では「生物学学学学」になります。
北海道大学の問題は、「生物学学学学」を志す生徒を選抜する問題だと思います。


